
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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６日（木）＝オピニオン面

4日（火）＝夕刊特集ワイド

アジア太平洋地域の各国が経済
的つながりを深める「経済圏」が
大きく変わろうとしています。
従来は貿易自由化が柱でしたが、

米中対立やウクライナ危機を契機
に安全保障の論理が前面に出てき
ました。

中国に対抗するため、米国が主
導して創設した「インド太平洋経
済枠組み」（ＩＰＥＦ）です。
日本やインド、東南アジア各国

など14カ国が参加しています。経
済や安全保障にどのような影響を
及ぼすのかを分析します。

作家・髙村薫さん「よりよく生きるしかない」

スコープ 変わる「経済圏」
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「外食のレジェンド」の信念 2日（日）＝１、３面

作家の髙村薫さん＝
写真＝は安倍晋三元首
相が銃撃され死亡した
事件が日本社会に与え
た影響を考える中で、
絶望的な世相を乗り越
える道はあるのかと思
索を続けています。そ
うした中で「よりよく

生きるしかない」との
考えに至ったといいま
す。髙村さんが挙げた
のが、興味のなかった
ような小さな新聞記事
に目を通すこと。「善
き人」になろうとの考
えに「老い」が影響し
ているともいいます。
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外食産業で有名な経営
者がいます。80代の横川
竟（きわむ）さん＝写真
＝という方です。名前は
知らなくても1970年に日
本初のファミリーレスト
ラン「スカイラーク」
（後にすかいらーく）を
始めた経営者と説明すれ
ば多くの方はうなずくで

しょう。
横川さんはチェーン店

を全国に展開し、日本の
外食産業に大きな刺激を
もたらしました。しかし、
経営悪化の責任を取って
2008年にグループを追わ
れました。それでも最前
線に立ち続けました。今
では「カフェ」と呼ぶ

「高倉町珈琲」を展開し
ています。
横川さんはこう言いま

す。「この店は脱ファミ
レスで作った」と。ファ
ミレスを誕生させた経営
者の信念、そして現在描
いている戦略に迫ります。


